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提案の骨子 

⚫ 2022 年より本事業を受託させていただいており、日本全国でセミナー・マ

ッチングを実施し、有望な生産者・バイヤー(輸出商社・海外バイヤー)の

掘り起こし、“相思相愛”のマッチングコーディネート・チーム単位での伴走

支援・結果刈り取りを実施してきた 

⚫ 今年度は、足元に迫る 2025 年 2 兆円目標達成に向けた短期的な効

果創出（これまでの実績・トレンドを踏まえて、結果を出せる生産者・バイ

ヤーの戦略的マッチング（既存マッチングの“もう一押し”含む））に加え、

2030年 5兆円を視野に入れた新規市場開拓（ネクストマーケット）&

ポテンシャル地域(長野・茨城・千葉等)・生産者の更なる掘起し・マッチン

グ、インバウンド/地方創生と連携した青果物の輸出産地づくりを並行する 

⚫ またこれまでの日青協委託事業・GFP 事業・フラッグシップ輸出産地事務

局等にて得た知見・ネットワークを活かし、本事業は“青果物版GFP”とし

て、有望プレーヤーの貴会への誘導、他委託事業のサポート(生産者・バ

イヤー紹介)、マッチング要望への随時対応、既存商談のフォローアップ

等、常設する“プラットフォーム機能”としての役割も担って参りたい 
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現状の課題認識 

⚫ 青果物の輸出は、前年比+9.1%で堅調に推移しており、全体的な輸出

増加トレンドを維持 

⚫ 輸出増加トレンドを維持しているものの、もう一段階の輸出拡大・強い輸

出構造の確立を目指す上では以下が懸念要素（下表参照） 

⚫ 輸出規制・気候変動を前提とした生産体制の基盤づくり、適切な鮮度保

持技術の活用、更なる輸出が期待できるネクストマーケットの開拓が急務 

⚫ 課題に対し、本事業では、セミナーを通じた好事例の発信、課題を解決

しうる専門家・有望事業者とのマッチング、日本産青果物のさらなる拡大

に有望なネクストマーケットに販路を持つバイヤーとの商談のコーディネ

ートが可能である 

 

課題 概要 アプローチ 

生産の不安定化 ・ 全国的な気候変動に伴う生産

の不安定さ（かんきつ・ゆず等で

特に顕著） 

・ 気候変動を前提とした適正品種

の開発 

・ 各産地における生産体制の好事

例の横展開 

厳しい輸出規制へ

の対応 

・ 残留農薬規制（主に台湾） 

・ 生産園地登録（タイ×メロン、フ

ィリピン×いちご等） 

・ GAP 取得や食品安全計画の作

成（米国）等の要望 

・ 各国への規制対応に知見のあるコ

ンサルタントや、支援サービスを展

開する事業者とのマッチング 

・ 各産地における生産体制の好事

例の横展開 

傷みやすい品目に

おける鮮度保持 

・ イチゴや桃、軟弱野菜等の遠方

国への輸出、船便の実現 

・ 効果・実証結果等の知見が横

展開されていない 

・ 鮮度保持技術の効果・実証結

果・ノウハウを共有する機会の提供 

・ 効果が見込める技術の実証の推

進、マッチング 

各国での競争激

化 

・ 韓国産・中国産等との、各国で

の競争激化 

・ 品質向上に加え模倣も進む 

・ 新たな有望国・地域や、販売チャ

ネルの開拓 

・ オールジャパンでのブランディング 

・ 模倣されづらい新たな品種の開発 

※生産者・バイヤー等からのヒアリングを通じたまとめ 
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ポテンシャル輸出先国×品目 

⚫ これまでのマッチング実績や、有望事業者からのヒアリング等を踏まえた、ポ

テンシャル輸出先国×品目は以下表の通り 

⚫ 北米（アメリカ・カナダ）とタイについては一定輸出が進んでいるが、市場

の大きさ・面的な拡大ポテンシャルから更なる拡大が見込まれる 

⚫ 日本産青果物の台湾への輸出は、割合としては非常に高いが、いちご・

桃・重量野菜の引き合いは引き続き多く、残留農薬規制・鮮度保持等の

課題を解消する事での大きな伸びが期待できる 

⚫ ネクストマーケット開拓・可能性の見極めとしては、既に一定取組が進んで

いるマレーシア・中東に加えて、輸出が解禁されたフィリピン×いちごが有力

であり、輸出先進事業者からの問い合わせも既に多くいただいている 
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本事業の全体像 

⚫ テーマ別セミナー＆マッチング：輸出拡大のボトルネックとなっている重点

課題に焦点を当てたテーマを設定。セミナー形式による情報発信に留まら

ず、課題解決に繋がるマッチング・相談会も実施予定 

➢ テーマについては仮であり、受託後に貴協会・協議会会員の意見をも

とに決定させていただく 

⚫ 国内商社とのオンラインマッチング：足元に迫る 2 兆円目標の達成に向

け、事務局コーディネートによる質の高いマッチングを効率的に実施 

➢ 参画いただくバイヤーは、これまでの実績を踏まえて結果の出しうる事

業者の一本釣りに加え、バイヤーの新規掘り起こし目的の公募も行う 

⚫ 海外バイヤー国内招へい・試食商談会：日本産の取扱が少ない、新た

な品目の取扱いをしたい等、新規性の見られるバイヤー中心に採択予定 

➢ 成約確度を高めるために商流のある輸出商社も参加いただく（商流

のない場合は、事務局にて事前にマッチングコーディネート） 

➢ 視察先地域では、海外バイヤーと生産者のより多くのマッチングを創出

するため、小規模な試食会・勉強会をセットで開催する 
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テーマ別セミナー＆マッチング（詳細） 

⚫ 登壇・参加候補となるバイヤー・生産者については、既にネットワークがあり、

受託後すぐに調整、企画を開始させていただく事が可能 

⚫ 実施テーマや登壇者等については、受託後、貴協会・会員事業者様と相

談の上、決定とさせていただく 
 

 
 

【参考】登壇者・バイヤー候補（ネクストマーケットセミナー） 

事業者名 ターゲット国 概要 
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【参考】登壇者・バイヤー候補（鮮度保持技術セミナー＆相談会） 

事業者名 対象技術 概要 

   

   

   

   

   

   

   

 

【参考】登壇者・バイヤー候補（規制対応セミナー＆相談会） 

事業者名 トークテーマ 概要 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

【参考】サミット実施先候補（産地サミット＆マッチング） 

事業者名 地域/品目 概要 

   

   

   

   

   

   

   

  



 9 / 19 

 

国内商社とのオンライン商談会 

⚫ 実施時期：7 月・11 月の 2 回＋都度のマッチング要望に対応 

⚫ ポイント： 

➢ 結果を出す上で、購買力のある有望な輸出商社を事務局にて一本

釣りしつつ、有望な事業者の掘り起こしを目的に、公募も実施する 

➢ 商談数へのコミットに向け、商談に参加いただく生産者についても広く

公募を行うが、成果を出すために、バイヤーの要望に沿った生産者の

一本釣りを事務局にて行い、“相思相愛”のマッチングを実現 

⚫ 実施スケジュール： 

 

 
 

⚫ 候補となる有望な国内輸出商社（一例）： 

～非公開～ 
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海外バイヤー国内招へい（試食商談会） 

⚫ 日本に渡航いただき、産地理解・ストーリー訴求の機会を最大限活かせる

よう、日本産の取扱が少ない、新たな品目の取扱いをしたい等、新規性

の見られる且つ、結果を出せるバイヤー中心に声掛け・採択させていただく 

⚫ 渡航先地域では、産地視察・試食だけでなく、地域の生産者を巻き込ん

だ小規模試食商談会&勉強会を開催させていただき、海外からバイヤー

様に来ていただく機会を最大限活用させていただく 

⚫ 有望な候補と考えている海外バイヤーは以下 

➢ ネットワークのある海外バイヤーへの直接のアプローチだけでなく、輸出

商社経由でのニーズもキャッチアップし、連携して海外バイヤー招へいを

企画させていただく 
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商談結果の刈り取り・フォローアップ（共通） 

⚫ 各商談後、双方に商談結果・フォローアップ要否等を回答いただくアンケー

トを実施。商社側には、成約見込み確度と想定される取引額（年）を

回答いただき、企画を定量的に評価 

⚫ 確度の高い商談については、滞りなく成約に繋がるよう、厳選してフォロー

アップさせていただく 

⚫ 過去実施例： 
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実施スケジュール 
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主要実績 
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事業管理者の実績 
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事業遂行に適正な経営・財政基盤 

⚫ 弊社はニューヨーク証券取引場に上場するグローバル企業であり、日本の

官公庁からの受託業務を多数行っており、本事業を推進するにあたって十

分な財務的基盤・経費処理能力を有していると自負している 

⚫ 事業を行う上での財政基盤・経理処理能力については、ニューヨーク証券

取引所にも上場するグローバル企業であることと、過去多数の国費による

日本政府(農林水産省、経済産業省 等)からの受託業務を行なってい

ることからも、十分な能力を有していると自負している 

 

米国証券取引委員会(SEC)に提出している弊社の年次会計報告書(10-K) 
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【参考】ネットワークのある輸出商社・海外バイヤー一覧 
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